
















学位記番号第 1 8 1 3 6 号
学位授与年月日 平成 15 年 9 月 30 日










本論文では、まずこの能力の特質について再考し(第 1 章)、次いで測定課題である f3 つの山問題J の信頼性と






12 の実験を行った。実験 1 から実験 3 (第 3 章)は目的 1 のために、実験 4 (第 4 章)は目的 2 のために、実験 5




2-1. 空間的視点取得能力の下位能力研究(目的 1 ) 
空間的視点取得能力の発達的変化をその下位能力の有無から説明するために、 3 つの実験を行った。
実験 1 では幼児 93 名を対象に、 f3 つの山問題J と下位能力との関連を横断的に調べた。 f他視点、の理解」、 「前
後の相対性j 、 「左右の相対'性J 、 「前後の抽出」、 「左右の抽出」という 5 つの下位能力が、空間的視点取得の解
決と密接に関連することがわかった。しかし、複数の下位能力が関わる発達段階もあれば、対応する下位能力を見出
せない発達段階もあるなど、その関係は単純で、はなかった。
そこで実験 2 では、閉じ試みを縦断的に行ってみた。幼児・児童 99 名に対し、空間的視点取得課題 3 種類と下位
能力課題 7 種類を、 5 カ月の間隔で 2度実施した。実験 1 の結果が確認されたことに加え、新たに「左右・前後の合
成J ならびに「二次元射影j 能力との関連が見出された。
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さらに、訓練実験によってこの結果を確認すべく、実験 3 を行った。実験 2 で密接な関連が示された下位能力のう





2 -2. 視点取得能力間の関連から共通項を探る研究(目的 2)
空間的視点取得と役割取得の発達的関連性を、それぞれの下位能力の関わりを交えて縦断的に調べた。空間的視点
取得課題と役割取得課題、それぞれの下位能力課題を 2種類ずつ、それに視点の理解能力を捉える課題の計 7 課題を、










答えることができるだろうと予想した。実験 5 では、 2 歳 6 カ月から 4 歳 5 カ月までの幼児 58 名を対象とし、課題
への通過年齢を示すことを目的とした。その結果、 3 歳 6 カ月以降で正答できることが示された。
次いで、課題解決に使用した方略が視点取得で、あったことを確かめる目的で、実験 6 を実施した。実験 5 の手続き
を一部変更し、点灯後に顔刺激が正立方向を向く場合と、反対に倒立方向を向く場合を設けた。使用方略が視点取得
で、あったならば正立方向が 代替方略である心的回転ならば倒立方向が容易になるように設定した。 2 歳 6 カ月から






まず、信頼性の高い実験課題を得るために、必要な基礎資料を整えることから始め、 3 つの実験を行った。実験 7







































ある。本研究では 2 歳児から成人までを対象とした 12 の実験研究により、主に以下のことを明らかにしている。
この空間的視点取得が、他視点の理解、前後の相対性、左右の相対性、前後の抽出、左右の抽出という 5 つの下位
能力と密接な関わりをもっ能力複合体であること、 3 歳後半の幼児にはこの能力が芽生え始めていること、そして空
間的視点取得は、「もう一人の自分J とも言うべき表象が、異方性をもっ心的空間内を移動する操作であることなど
である。この心理的空間における異方性に関連して、本研究では研究成果をもとに「密度勾配モデルJ を提唱し統一
的な生涯発達理論の可能性をも開いている。
本研究は、綿密な研究計画にもとづいた実験の展開および、創意工夫に富んだ、斬新な実験内容により、空間的視点
取得研究に新たな展開を可能とした。さらに密度勾配モデ、ルは、認知心理学のみならず生涯発達心理学にも寄与が期
待されるものであった。
以上により、本研究は、博士(人間科学)の学位授与にふさわしい内容と判定された。
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